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本日の内容

１．問題意識

２．学位の質とその保証基盤：海外の動向

３．アウトカム重視の教育

４．学士課程教育のプログラム化

５．教育の組織的基盤

６．課題
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問題意識

ユニバーサル化

グローバル化

少 子 化

知識基盤社会

ポートフォリオ社会

多様化

大学全入

同等性
比較可能性

コンピテンス

ポータビリティ
APL

アカウンタビリティ 付加価値

質
の
保
証
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ユニバーサル化・大学全入
平成20年4月の

進学率＝５５．３％
収容力＝92％
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ユニバーサル化・大学全入
 入口管理＝「学力不問」？
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出口管理＝大学全卒？

OECD, Education at a Glance 2008
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高等教育のグローバル化

OECD, Education at a Glance 2008

留学生
30万人計画
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知識基盤社会

「学校基本調査」

学士が
社会の中

 核的人材
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ポートフォリオ社会/生涯学習社会

卒業後3年で3割が離職
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アカウンタビリティへの圧力

0

500000

1000000

1500000

2000000

2500000

国立 公立 私立 平均

自宅

下宿・アパート

日本学生支援機構
「平成18年度学生生活調査」

何が得られるのか？

円
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学位（学習）の質保証

「質Quality」とは

「卓越性
 

Excellence」
「標準

 
Standard」学位（学士、修士、

博士、専門職）

分野

質保証の基盤整備
Academic Infrastructure
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現行の質保証の基盤

• 設置認可審査（設置時）

• 自己点検・評価（毎年）

• 認証評価（7年以内）

学位
分野

質保証の基盤が弱い（不在）
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大学評価の観点

インプット プロセス アウトプット アウトカムズ

学生の背景

（入学試験の成績、

 性別など）

大学が提供する教

 育プログラム＆各

 種サービスなど

学生の成績、卒業

 率、就職率など
学生が身につけた

 知識やスキル、態

 度、価値観など

教員の背景

（保有学位、年齢な

 ど）

教員の教育負担、

 クラスサイズなど
論文数、ＦＤ活動、

 授業回数など
論文引用指数（イ

 ンパクト）、教員の

 能力改善など

教育資源

（蔵書数、ＰＣ数な

 ど）

教育理念、学則、

 管理運営体制など
利用可能な諸資源

 のデータ、ＦＤへの

 参加率など

学生の学習と成長、

 成功など

大学の（潜在的）
能力の指標

大学の質の
間接的な指標

大学の能力を活用
した質（有効性）
の直接的な指標

出典：ABET

設置審査 認証評価
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アウトカムを重視した質保証

学位の互換性・同等性
教育の質の保証

国際競争力

学位の互換性・同等性
教育の質の保証

国際競争力

欧州高等教育
資格枠組

Tuning Project

欧州高等教育
資格枠組

Tuning Project

Learning
Outcomes
Learning

Outcomes

経済競争力
大学の拡大

教育の質の保証

経済競争力
大学の拡大

教育の質の保証

高等教育
資格枠組

Subject Benchmark
Statement

高等教育
資格枠組

Subject Benchmark
Statement

Learning 
Outcomes

(Generic Skills
Transferable Skills)

Learning 
Outcomes

(Generic Skills
Transferable Skills)

アクレディテーション
アカウンタビリティ

アクレディテーション
アカウンタビリティ

Voluntary System
Of

Accountability
付加価値

Voluntary System
Of

Accountability
付加価値

Learning
Outcomes
Learning

Outcomes

ボ
ロ
ー
ニ
ャ

プ
ロ
セ
ス

イ
ギ
リ
ス

ア
メ
リ
カ
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アウトカム重視の質保証へ

2005年連邦教育省

 
The Commission on the Future of Higher 

Education（スペリングス委員会）
A Test of Leadership: Charting the Future of U.S. Higher Education 

(2006) ←
 

No Child Left Behind（初等・中等教育）

＜背景＞
「アメリカの高等教育は21世紀に相応しい人材を養成している

 か」
・高等教育への期待の増加
・公費負担から家計負担へのシフト
・アカウンタビリティの圧力（雇用者、支出者、インプット重

 視への批判）
・国際競争力低下

↓
- Access
- Affordability
- Accountability
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アメリカの質保証の枠組

Higher 
Education
Institutions

Self Study
Program Review

Council for Higher 
Education Accreditation
（3000機関が参加する

ボランタリー組織）

Department of Education
National Advisory 

Committee on
Institutional Quality

認証機関
Recognition

Accreditation
Body

認
証

適
格

認
定

Regional Accreditation Body（機関別評価、6団体）
Program Accreditation Body（分野別評価、約60団体）

連
邦
奨
学
金
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“Action Plan for Higher Education: Improving 
Accessibility, Affordability and Accountability” (2006)

• スペリング長官「現行の大学ランキングは、最
 も重要な要素、つまり学生の達成と学習を直接
 測定していない」

• 提案
１．各州と連携して、現行の４０の高等教育情報

 システムを統合する
２．学生の学習成果に関するデータを収集し、報

 告するよう、州や大学にインセンティブを与え
 る

３．アクレディテーション関係者と結果（成果）
 を重視したアクレディテーション基準に変更す
 ることを検討する

４．教育省の大学選択データベースを改善する
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現行のアクレディテー
 

ションの何が問題か
Robert C. Dickson
“The Need for Accreditation Reform”
・公益よりも大学の利益を優先（ボランティアな大学団体

 ゆえ）

・アメリカの高等教育の質が低下している

・州境、国境を越える学生が増加している

・透明性に欠け、国民が求める情報が公開されていない
 （大学の実態、アクセス、コスト、達成・成功）。その

 ため商業的なランキングが隆盛に

・現行のアクレディテーション基準は、ミニマムであり、
 ほとんどの大学が適格の評価を受けている。
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アクレディテーションの改革方向

Robert C. Dickson
“The Need for Accreditation Reform”
・インプットからアウトカム、特に学生の学

 習成果を測定する

・第三者機関であるNational Accreditation 
Foundationを設立する
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Alverno CollegeのAbility-Based 
Curriculum
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Liberal Learning Outcomes (AAC&U)
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Voluntary System of Accountability
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英国における質保証

Academic Infrastructure
-Framework for Higher Education Qualifications (Generic Outcomes)
-Subject Benchmark Statement (Generic + Specific Outcomes by Discipline)
-Code of Practice Section 7 (Programme Design, Approval, Monitoring 
and Review) 
-Institutional Audit

国レベル

Internal Quality Assurance System
-Programme Validation
-External Examiner
-Programme Specification (Programme Outcomes)

→ Module Learning Outcomes
-The National Student Survey+Teaching Quality Information

大学レベル
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Framework for Higher Education 
Qualifications (Generic Outcomes)



28

Subject Benchmark Statement
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14
Programme Aim & Rationale   

Insert a brief description of what factors have contributed to the development of this proposal, with reference to  how the programme 
fits into the relevant College’s/University’s Strategic Plan and the expected student market for the programme.

15
Programme Learning Outcomes 

Insert a brief description of the learning outcomes of the proposed programme with reference to the 5 domains of the UCD level 
descriptors.  For a brief description of this please refer to

Knowledge & understanding

Applying knowledge & understanding 

Making judgments 

Communications and working skills

Learning skills

プログラム仕様書の例（一部）
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1 
6

Teaching, Learning & Assessment Approach  
Provide a brief description of the teaching, learning and assessment approaches to be adopted.  In particular, emphasis should be placed on the 
articulation of contact hours and settings, for example, seminars, lectures, small group teaching, blended learning approaches and the way in which 
these approaches will support the achievement of the stated programme outcomes.
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アウトカム重視の教育
 Outcome-Based Education

何を教えたいのか
Aims

Curriculum

何ができるように
なって欲しいのか
Intended Learning

Outcomes
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アウトカム重視の教育
 Outcome-Based Education

期待される
学習成果：
学生ができ
るようにな
らなければ
ならないこと

Intended
Learning
Outcomes
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アウトカム重視の教育
 Outcome-Based Education

期待される
学習成果：
学生ができ
るようにな
らなければ
ならないこと

教育・学習：
学生がで
きるよう
になるた
めにする
こと

Teaching
Learning
Activities
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アウトカム重視の教育
 Outcome-Based Education

期待される
学習成果：
学生ができ
ようになら
なければな
らないこと

アセスメント：
学生が
どれだけ

できるよう
なったか

教育・学習：
学生がで
きるよう
になるた
めにする
こと

整合性
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拡大するアウトカム重視の
 

教育改革
Ｔｕｎｉｎｇ

 
Ｐｒｏｊｅｃｔ

Outcome-based Approach
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Standard（質）保証の基盤整備

• 学位：知識・能力の証明（「将来像答申」）

• ｢学位」が証明する知識・能力は、

「学士力」

「修士力」

「博士力」

• 「分野」別（日本学術会議）

日本版Subject Benchmark Statement?

NQF？



学士に求められる学習成果
 

（日米）

一般的専門的 学術的（大学）

社会的（労働市場）

知識

技能

Barnett, R. (1994)
The Limits of Competence

Figure4.1を修正

教養（一般）教育専門教育

初年次教育

(従来の）キャリア教育
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今学士に求められる学習成果

一般的専門的 学術的（大学）

社会的（労働市場）

知識

技能

Barnett, R. (1994)
The Limits of Competence

Figure4.1を修正
ジェネリック・スキル
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学士力

「学士力」と「社会人基礎力」

一般的専門的 学術的（大学）

社会的（労働市場）

知識

技能

Barnett, R. (1994)
The Limits of Competence

Figure4.1を修正

社会
 人基
 礎力
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オーストラリア

 
Mayer Key 
Competencies

英国(NCVQ)

 
Core Skills

カナダ

 
Employability 
Skills Profile

米国(SCANS)

 
Workplace 
Know-how

知的コンピテンス

情報を収集し、分

 
析し、整理する

 
数的スキル

 
問題解決力

生涯学習力

 
数的スキル

 
問題解決力

思考力

 
数的スキル

 
問題解決力、意

 
思決定力

思考スキル（創

 
造的思考、判断、

 
問題解決）

 
基本スキル（読

 
み書き、数学、

 
対話）

社会的コンピテンス

他者との協働

 
チームワーク

他者との協働

責任感

 
他者との協働

チームワーク

 
リーダーシップ

 
責任感

コミュニケーション・コンピテンス

アイデアと情報の

 
伝達

 
技術の活用

コミュニケーション

 
スキル

 
情報技術

コミュニケーショ

 
ンスキル

 
技術の活用

情報の活用

 
技術的システム

 
の理解

国

 カテゴリー

ジェネリック・スキルの要素
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学士

知 的
批判的思考力

分析力
問題解決力

創造性

コミュニケーション
読み・書き・聞く

プレゼンテーション
ITリテラシー

数量的リテラシー

社 会 的
チームワーク
リーダーシップ
市民的義務

 

他

Milton Hakel@Bowling Green State University

21世紀の教養
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学士課程教育のプログラム化

学位＝知識・能力証明
大学・大学院教育＝学位取得にいたる教育課程
（学部教育⇒学士課程教育）
ディシプリンの教育⇒人材養成のプログラム

学位保持者（＝人材像）の明確化
知識・能力の明確化（ラーニング・アウトカムズ）
の設定
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人材育成目標の明確化

学習成果Learning Outcomesの設定

学習活動と教育活動の改善・工夫

適切・厳格なアセスメントの実施

整

 合

 
性

学士課程教育のプログラム化
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DP,CP,AP三位一体の運用による教育の質保証

DP:卒業時に身に付けておくべき知識・能力

（ラーニング・アウトカムズ）関する方針

CP：どのようにこれらの知識・能力を育成するかという教育戦略に

 関する方針

AP：DPとCPに基づく教育プログラムで学習するために入学者に求

 める知識・能力に関する方針

入学試験（知識・

 能力の確認）
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教育の組織的基盤
 

（「学部」教育）

文
学
部

教
育
学
部

法
学
部

経
済
学
部

経
営
学
部

理
学
部

工
学
部

農
学
部

医
学
部

学

 部

 段

 階

 の

 教

 育
一
般
教
育

学
部
専
門
教
育

文
学
士

教
育
学
士

法
学
士

経
済
学
士

経
営
学
士

理
学
士

工
学
士

農
学
士

医
学
士

文 系 理 系高校

称号

教

 養

 部

大
綱
化
前
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教育の組織的基盤
 

（「学部」教育）

文
学
部

教
育
学
部

法
学
部

経
済
学
部

経
営
学
部

理
学
部

工
学
部

農
学
部

医
学
部

学

 部

 段

 階

 の

 教

 育
共
通
教
育

学
部
専
門
教
育

学
士
（
文
学
）

学
士
（
教
育
学
）

学
士
（
法
学
）

学
士
（
経
済
学
）

学
士
（
経
営
学
）

学
士
（
理
学
）

学
士
（
工
学
）

学
士
（
農
学
）

学
士
（
医
学
）

文 系 理 系高校

学位

大
綱
化
後

５８０
 分野

機構
センター
等
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教育の組織的基盤
 

（○○大学学士課程）

普 通 教 育高校

学位（知識・能力
の証明）

○○大学学士（XYZ）

○
○
専
攻

△
△
専
攻

幅広い学びの保証（教養教育）幅広い学びの保証（教養教育）

学
士
課
程
（
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

こ
れ
か
ら

初年次教育
（円滑な移行）

教
員
組
織



49

教学マネジメント改革

教学担当
副学長

教学担当
副学長

教員組織
（専門分野別）

A 学科
B 学科

・
・
・

Z 学科

教員組織
（専門分野別）

A 学科
B 学科

・
・
・

Z 学科

学位プログラム
博士課程
修士課程
学士課程

○○専攻
△△専攻

・
・

□□専攻

学位プログラム
博士課程
修士課程
学士課程

○○専攻
△△専攻

・
・

□□専攻

学習・教授
支援組織（CLTなど)

学習・教授
支援組織（CLTなど)

教学マネジメント
支援組織（IRなど）

教学マネジメント
支援組織（IRなど）

学
生
は
大
括
り

な
組
織
に
所
属
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育
成
す
べ
き
人
材
像

大
学
の
学
習
成
果

学
部
の
学
習
成
果

学
科
の
学
習
成
果

科
目
の

学
習

成
果

カリキュラム・デザイン

アセスメント

入
学
者
選
考

企業
大学院

知識

スキル

特性

など

具体的な
学習成果

高校

ミッション

ペダゴジー改革（アクティブ・ラーニング）

ファカルティ・ディベロップメント

CP
AP DP

（プ
ロ
グ
ラ
ム
の

学
習
成
果
）
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課題

• 国レベル

学位・分野の質保証の基盤整備

• 大学レベル

１．内部質保証制度の確立

２．3つのポリシーの一貫した運用

３．｢学部」を基盤とした教育体制から
 「学位」を基盤とした教育体制へ

４．学位プログラムのガバナンスの確立
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ご清聴ありがとうございました。
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